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深
澤　
均 

議
員

9月
定例会
9月1日〜9月14日

進
む
人
口
減
少
に

議
会
も
対
応

　現在16人の議員定数を２人削
減して14人とする条例改正案
を、賛成多数で可決しました。
　改正条例の施行後に初めて告
示される一般選挙（令和７年９
月の予定）から適用されます。

（採決結果は17ページ）

髙橋　正和　　泉　美和子　　熊谷　良夫　　鈴木　良勝
高橋　邦武　　深

（委員長）
沢 義一　　藤

 （副委員長）
原 政春　　伊藤　福章

総務産業常任委員会　８名
鈴木　正洋　　深沢　義一　　澁谷　俊二
熊谷　隆一　　高

（委員長）
橋 邦武　　泉

（副委員長）
美和子

　　　　　　　　 　

議会運営委員会　６名

　

令
和
４
年
に
、
議
員
全
員
で
構
成
す

る
「
議
会
活
性
化
検
討
会
」
を
立
ち
上

げ
、
議
員
の
定
数
と
報
酬
な
ど
を
テ
ー

マ
に
議
論
を
重
ね
て
き
た
。

　

定
数
に
関
し
て
は
、
専
門
家
を
迎
え

た
研
修
会
の
開
催
、
県
内
外
の
類
似
町

村
の
議
員
定
数
等
の
調
査
、
町
の
人
口

推
移
や
財
政
の
将
来
見
通
し
、
議
員
の

な
り
手
不
足
へ
の
対
策
な
ど
、
多
方
面

か
ら
意
見
を
出
し
合
い
、
検
討
を
行
っ

た
。
各
議
員
へ
の
意
向
調
査
も
、
繰
り

返
し
実
施
し
た
。

　

最
終
的
に
は
、
今
後
も
町
の
人
口
減

少
は
進
み
、
財
政
規
模
の
縮
小
が
避
け

ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に
判
断

し
、
定
数
を
現
在
の
16
人
か
ら
14
人
と

す
る
こ
と
に
至
っ
た
。

議
員
定
数
２
議
席
削
減

決
算
認
定
、財
政
運
営
を
評
価

補
正
予
算
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集

議員定数の変遷
開始日 定数 備考

平成16年11月1日 48人 市町村合併による在任特例
  〃 17年10月１日 22人 １期（４年間）
  〃 21年10月1日 18人 ２期（８年間）
  〃 29年10月1日 16人 ２期（８年間）
令和 ７年10月1日 14人

令和7年から議員定数14に

　

 

近
隣
の
自
治
体
も
定
数
を
削
減

　

人
口
減
少
の
ペ
ー
ス
は
近
年
さ
ら
に
加
速
し
て

い
る
。
近
隣
の
自
治
体
も
、
仙
北
市
や
羽
後
町
な

ど
が
議
員
定
数
を
削
減
し
た
。
美
郷
町
議
会
も
、

現
状
維
持
と
い
う
考
え
方
で
は
い
ら
れ
な
い
。

泉　
美
和
子 

議
員　
　
　

議
員
の
削
減
は
議
会
の
能
力
低
下

　

議
会
は
、
住
民
の
意
思
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る

役
割
を
担
う
と
同
時
に
、
執
行
機
関
を
監
視
す
る

役
割
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。
定
数
の
削
減
は
、
議

会
の
多
様
性
を
損
な
い
、
議
会
が
持
つ
能
力
を
低

下
さ
せ
る
。
ま
た
、
選
挙
の
際
の
当
選
ラ
イ
ン
を

高
め
、
立
候
補
の
意
欲
を
削
ぐ
こ
と
に
な
る
。

熊
谷　
良
夫 

議
員

報
酬
上
げ
ず
に
定
数
減
で
は
意
味
な
し

　

そ
れ
な
り
の
報
酬
が
あ
れ
ば
議
会
に
参
加
し
や

す
い
と
い
う
、
若
い
人
た
ち
か
ら
の
声
が
あ
る
。

報
酬
を
上
げ
ず
に
、
定
数
を
減
ら
す
だ
け
で
は
、

参
加
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
な
る
ば
か
り
。
町
民

の
意
見
を
取
り
入
れ
な
い
提
案
は
、
議
会
が
町
民

か
ら
見
放
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

反
対

再
編
再
編
委
員
会
委
員
会

討論

発議

鈴
木　
良
勝 

議
員

反
対

賛
成

2みさと議会だより●第77号

議
員
定
数
改
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・
委
員
会
再
編



管理事務、戸籍、徴税
などにかかったお金

医療や福祉など社会保
障にかかったお金

環境と保健衛生に
かかったお金

農業と林業にかかった
お金

商業と工業、観光など
にかかったお金

道路や橋、上下水道な
どにかかったお金

救急や消防、防災にか
かったお金

教育と文化、スポーツ
にかかったお金

議会や災害復旧など、
他の事業にかかった
お金

借金の返済にあてた
お金

将来のために貯めた
お金

町
の
力
で
得
た
お
金

国
や
県
か
ら
も
ら
っ
た
お
金

借
金

次年度へ繰越

町の施設等
に入ったお
金など

前年度の
残ったお金

その他のこと
で得たお金

国からもらっ
た自由に使っ
ていいお金

町の代わりに
国が集めてく
れた税金

国からもらっ
た使い道が決
められている
お金

県からもらっ
た使い道が決
められている
お金

その他のことで
国からもらった
お金

町が借りた
お金

32億760万円
民生費

9億8259万円
衛生費

12億5990万円
農林水産業費

7億3810万円
商工費

16億4743万円
土木費

5億1376万円
消防費

12億1323万円
教育費

1億1679万円
事業費その他

13億2273万円
公債費

5億8181万円
基金

5億718万円
差引残高

11億8865万円
総務費

町債

1億3964万円

5億9150万円

5億7151万円

61億8453万円

2億6433万円

13億6654万円

8億8666万円

5億2199万円

12億5830万円

町が集めた
税金

14億9477万円
町税

使用料及び手数料

繰越金

その他

地方交付税

地方譲与税

国庫支出金

県支出金

交付金

歳出合計

127億7259万円
歳入合計

132億7977万円

任
期　
　
　
　
　

令
和
５
年
10
月
〜

令
和
７
年
９
月

　
令
和
４
年
度
の
各
会
計
の
決
算
を
審

査
し
、
認
定
し
ま
し
た
。
財
政
構
造
の

弾
力
性
を
表
す
経
常
収
支
比
率
は
82
・

１
％
と
、
良
好
な
水
準
を
維
持
し
て
い

ま
す
。

深澤　　均　　髙橋　正和　　深沢　義一
高橋　邦武　　長

（委員長）
谷川幸子　　鈴

（副委員長）
木 正洋

議会広報常任委員会　６名
髙山　茂雄　　深澤　　均　　長谷川幸子　　森元　淑雄　　
村田　　薫　　熊

（委員長）
谷 隆一　　澁

（副委員長）
谷 俊二　　鈴木　正洋　　　　　　　 

教育民生常任委員会　8名

会計名 歳入 歳出

一般会計 132億7977万円 127億7259万円

特別
会計

国民健康保険 22億7524万円 21億8007万円

下水道事業 2億4916万円 2億4146万円

農業集落排水事業 1億9305万円 1億8798万円

後期高齢者医療 2億3138万円 2億3051万円

会計名 区分 収入 支出

水道
事業
会計

収益的収支（税抜） 3億7051万円 3億6553万円

資本的収支（税込） 1億8617万円 3億8142万円

再
編
再
編
委
員
会
委
員
会

5億円の黒
字だよ！

令和
４年度

決
算
を
認
定

一 般 会 計

3 みさと議会だより●第77号

決
算
・
委
員
会
再
編



ふるさと納税寄付金の人気の返礼品

決
算
特
別
委
員
会
で
審
査
し
た
主
な
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

一
般
会
計　
歳
入

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

問 

金
額
が
１
１
６
・
４
％
増
と
伸
び
た
要
因
は
。

答 

令
和
４
年
度
は
、
返
礼
品
が
１
７
６
品
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
が
８
サ
イ
ト
に

な
っ
た
。
令
和
３
年
度
よ
り
90
品
、
５
サ
イ
ト
増
え
、

返
礼
品
は
充
実
し
、
寄
付
を
検
討
し
て
い
る
方
々
の
目

に
留
ま
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
。

問 

納
税
者
の
居
住
地
と
、
人
気
の
返
礼
品
は
。

答 

東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、
愛
知
、
大
阪
の
都
府
県

が
59
％
を
占
め
て
い
る
。
人
気
の
あ
っ
た
返
礼
品
は
、

サ
キ
ホ
コ
レ
、
美
郷
の
漬
物
セ
ッ
ト
、
め
だ
か
ミ
ッ
ク

ス
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

町
税

問 

個
人
町
民
税
の
所
得
内
訳
は
。

答 

主
な
も
の
は
、
給
与
所
得
１
７
３
億
７
８
０
０
万

円
、
年
金
等
雑
所
得
16
億
１
０
０
０
万
円
、
営
業
所
得

８
億
４
７
０
０
万
円
、
不
動
産
所
得
４
億
４
２
０
０
万

円
、
農
業
所
得
４
３
０
０
万
円
。
令
和
３
年
度
に
比

べ
、
総
合
計
で
は
１
・
７
％
減
の
２
０
６
億
１
４
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
所
得
の
大
幅
な
減
少
は
、

米
価
の
下
落
に
よ
る
。

問 

不
納
欠
損
額
が
、
令
和
３
年
度
の
２
倍
と
な
っ
て

い
る
要
因
は
。

答 

令
和
４
年
度
に
滞
納
処
分
の
執
行
停
止
基
準
を
策

定
し
、
明
ら
か
に
納
付
の
見
込
み
の
な
い
も
の
は
、
即

時
消
滅
で
き
る
と
し
た
。

 

一
般
会
計　
歳
出

▼
総
務
費

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業
費

問 

利
用
の
内
訳
は
。

答 

自
治
会
の
交
流
事
業
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

な
ど
）
が
４
件
、
地
域
の
課
題
解
決
（
花
壇
整
備
な

ど
）
が
２
件
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
が
１
件
。

問 

10
年
ほ
ど
前
と
比
べ
て
、
利
用
件
数
が
減
少
し
て

い
る
理
由
は
。

答 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
地
域
活
動
の
自
粛

な
ど
が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

全
県
ト
ッ
プ
の
伸
び
率
金額と伸び率

●令和４年度
　30,015,000円
●令和３年度
　13,869,650円
●伸び率
　116.4％

決算審査

4みさと議会だより●第77号

一

般

質

問

4

決
算
認
定
の
審
査



▼
衛
生
費

総
合
健
診
委
託
料

問 

健
診
を
委
託
し
て
い
る
団
体
の
不
適
切
な
事
業
執

行
が
あ
っ
た
が
、
町
へ
の
影
響
は
。

答 

健
診
事
業
に
対
す
る
町
民
の
信
頼
を
大
き
く
損
ね

た
。
ま
た
、
町
職
員
の
業
務
量
が
増
加
し
た
た
め
、
そ

の
分
を
人
件
費
換
算
し
て
請
求
し
、
入
金
を
確
認
し
て

い
る
。

▼
農
林
水
産
業
費

ふ
る
さ
と
オ
ー
ナ
ー
事
業
補
助
金

問 

事
業
の
内
容
は
。

答 

主
に
東
京
都
大
田
区
の
方
か
ら
町
の
ふ
る
さ
と

オ
ー
ナ
ー
と
し
て
有
料
で
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
町
内

産
の
米
、
漬
物
、
果
物
を
提
供
す
る
ほ
か
、
ブ
ロ
グ
な

ど
で
町
の
情
報
発
信
を
行
い
、
町
内
に
宿
泊
さ
れ
る
場

合
は
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
る
。
補
助
金
は
、
あ

き
た
美
郷
づ
く
り
株
式
会
社
に
交
付
し
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
等
駆
除
防
除
事
業
費

問 

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
報
酬
の
内
容
は
。

答 

鳥
獣
の
捕
獲
や
情
報
収
集
な
ど
を
行
う
実
施
部
隊

で
、
任
期
は
２
年
。
令
和
４
年
度
は
26
人
に
委
嘱
し
、

年
報
酬
と
し
て
支
出
し
て
い
る
。

▼
商
工
費

起
業
者
総
合
支
援
事
業
補
助
金

問 

交
付
実
績
は
。

答 

ラ
ー
メ
ン
店
な
ど
の
飲
食
店
が
３
件
、
美
容
室
が

１
件
。
交
付
先
は
全
て
町
内
在
住
者
で
あ
る
。

温
泉
運
営
補
助
金

問 

交
付
額
が
予
算
よ
り
５
割
余
り
増
え
た
理
由
は
。

答 

電
気
料
金
を
は
じ
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
に
伴
う

光
熱
費
の
増
加
に
よ
る
。
当
初
予
算
は
３
０
９
３
万
円

だ
っ
た
が
、
そ
の
後
予
算
を
補
正
し
、
４
５
９
３
万
円

を
交
付
し
た
。
（
14
・
15
ペ
ー
ジ
に
関
連
の
内
容
）

▼
消
防
費

危
険
空
き
家
等
解
体
補
助
金

問 

令
和
３
年
度
よ
り
金
額
が
大
き
く
増
え
た
要
因
は
。

答 

適
正
管
理
を
願
う
文
書
の
郵
送
、
相
談
の
実
施
、

豪
雪
に
伴
う
屋
根
の
損
壊
等
に
よ
り
、
解
体
機
運
が
高

ま
っ
た
こ
と
な
ど
と
推
測
し
て
い
る
。

人家近くにもクマが出没

湯とぴあ雁の里温泉
令和４年度は約７万人が利用

5 みさと議会だより●第77号

一

般

質

問

決
算
認
定
の
審
査



長
谷
川
幸
子
議
員　
小
中
学
校
入
学
祝
金

や
町
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
な
ど
の
新
事
業
が
始
ま

り
、
物
価
高
騰
に
よ
る
経
済
的
な
負
担
軽
減
を

図
る
各
事
業
も
速
や
か
に
実
施
さ
れ
た
。

　

予
算
は
適
切
に
執
行
さ
れ
、
歳
出
に
お
け
る

不
用
額
、
歳
入
に
お
け
る
収
入
未
済
額
は
、
令

和
３
年
度
と
比
べ
て
減
少
し
て
い
る
。
経
常
収

支
比
率
は
82
・
１
％
と
良
好
で
、
堅
実
な
財
政

運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

泉
美
和
子
議
員　
住
民
生
活
向
上
の
た
め

の
予
算
執
行
に
つ
い
て
は
認
め
る
が
、
正
職
員

の
削
減
が
行
わ
れ
た
こ
と
や
、
全
国
的
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
問
題
が
発
生
し
住
民
不
安

も
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
決
算
認
定

に
は
反
対
す
る
。

反対賛成 討　
論

一
般
会
計
決
算
認
定
　
採
決
結
果
は
17
ペ
ー
ジ

▼
教
育
費

宿
泊
交
流
館
利
用
促
進
事
業
費

問 

ワ
ク
ア
ス
の
利
用
状
況
は
。

答 

令
和
４
年
度
の
延
べ
利
用
者
数
が
４
０
８
３
人
、

令
和
３
年
度
よ
り
１
１
４
３
人
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

利
用
の
目
的
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
42
％
、
ス
ポ
ー
ツ
28
％
、

観
光
16
％
、
そ
の
他
14
％
と
な
っ
て
い
る
。

問 

合
宿
応
援
事
業
の
利
用
団
体
は
。

答 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
２
件
、
高
校
部
活
動
が
４

件
、
社
会
人
団
体
が
２
件
と
な
っ
て
い
る
。

監
査
委
員
に
よ
る
審
査
意
見
（
一
部
抜
粋
）

　
各
会
計
の
決
算
書
、
明
細
書
、
調
書
は
、
関

係
法
令
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
正
確

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。
堅
実
な
財
政
運
営
の

成
果
が
表
れ
て
お
り
、
高
く
評
価
す
る
。

経
常
収
支
比
率
82
・１
％

　
　
０・５
ポ
イ
ン
ト
改
善

賑わうワクアスの食堂
（中学硬式野球の宮城大崎チーム）

監査委員による審査
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９９
月
定
例
会

月
定
例
会
地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集

問 

県
内
市
町
村
で
受
け
入
れ
て
い
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
つ
い
て
、
退
任
者
の
定
住
率
が
全
国
平
均

よ
り
低
い
状
況
に
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
。

答 

受
入
実
績
の
あ
る
市
町
村
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
住
居
に
関
す
る
要
望
が
多
い
と
い
う
結
果
だ
っ

た
。
町
関
係
課
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
く
。

普
通
財
産
管
理

　

旧
志
ら
梅
酒
造
店
敷
地
の
樹
木
伐
採
・
仮
設
駐
車
場

整
備問 

令
和
５
年
度
予
算
で
建
物
は
解
体
さ
れ
た
が
、

跡
地
に
つ
い
て
ト
ー
タ
ル
的
に
ど
の
よ
う
な
整
備
を

行
う
の
か
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
令
和
５
年
度
補
正
予
算
な

ど
の
議
案
も
審
議
し
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。
補
正
額
の
大
き
な
も
の
は
、
町
道
舗

装
改
修
の
２
億
５
３
７
０
万
円
、
繰
上
償
還
元
金

の
５
億
６
９
０
１
万
円
で
す
。

　

一
般
質
問
に
は
議
員
５
人
が
登
壇
し
、
町
当
局

の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

令和５年度予算補正令和５年度予算補正
会計名 補正総額 補正後累計

一 般 会 計 10億3549万円 132億4409万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 497万円 22億2502万円

農業集落排水事業特別会計 165万円 1億8489万円

後期高齢者医療特別会計 87万円 2億4250万円

水道事業会計
収益的支出 200万円 3億7565万円

資本的収入 201万円 1億7405万円

一般
会
計
補
正
予
算（
主
な
事
業
）

鈴
すず

木
き

　正
まさ

洋
ひろ

 議員　　藤
ふじ

原
わら

　政
まさ

春
はる

 議員　泉
いずみ

　美
み

和
わ

子
こ

 議員

長
は せ が わ

谷川　幸
ゆき

子
こ

 議員　高
たか

橋
はし

　邦
くに

武
たけ

 議員

一般質問 5 人

地域おこし協力隊募集チラシ

　

 

地
域
住
民
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
樹
木
を
伐
採

し
、
仮
設
駐
車
場
を
広
げ
る
。
今
後
、
有
効
な
活
用

に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

情
報
シ
ス
テ
ム
管
理

　

Ｄ
Ｘ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
外
部
委
託

問 

外
部
委
託
契
約
の
詳
細
は
。

答 

10
月
か
ら
３
月
ま
で
、
月
に
２
回
訪
問
し
て
も

ら
う
内
容
で
、
企
業
と
契
約
す
る
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
は
専
門
的
・
中
立
的
な
立
場
か
ら
支
援
を
受
け
、

Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て
い
く
。

旧志ら梅酒造店の跡地

答
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賦
課
徴
収

　

税
申
告
相
談
予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入

問 

申
告
相
談
に
当
た
っ
て
、
ど
れ
く
ら
い
の
時
間

と
人
数
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答 

一
人
あ
た
り
30
分
。
職
員
は
９
人
で
、
一
日

１
３
０
～
１
４
０
人
と
考
え
て
い
る
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

問 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
全
国
的
に
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
、
返
納
の
事
例
が
あ
っ
た
が
、
町
内
の

状
況
は
ど
う
か
。

答 

町
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
は
丁
寧
に
説
明
し

て
い
る
。
令
和
５
年
度
に
２
件
の
返
納
が
あ
っ
た
。

千
畑
小
学
校
プ
ー
ル
ろ
過
装
置
の
更
新

問 

プ
ー
ル
を
廃
止
す
る
学
校
が
増
え
て
い
る
が
、

今
後
も
維
持
し
て
い
く
方
針
か
。

答 

経
過
年
数
は
、
千
畑
小
29
年
、
六
郷
小
10
年
、

仙
南
小
８
年
。
現
段
階
で
プ
ー
ル
は
必
要
な
の
で
、

維
持
管
理
し
て
い
く
。

旧
中
央
公
園
プ
ー
ル
管
理
棟
解
体

　

実
施
設
計
・
解
体
工
事

　

 

ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
を
含
ん
で
い
る
建
物
解

体
で
、
近
く
に
人
家
や
施
設
が
あ
る
が
、
安
全
な
方

法
を
考
え
て
い
る
か
。

答 

石
綿
含
有
の
事
前
調
査
を
経
て
、
適
切
な
除
去

方
法
を
決
定
し
て
お
り
、
隣
接
地
の
安
全
面
で
も
十

分
な
配
慮
を
行
う
。

泉
美
和
子
議
員　

個
人
番
号
カ
ー
ド
申
請
促
進
業
務
委

託
料
は
、
全
国
的
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
推
進
す
る
も
の
。
現
在
の
健
康

保
険
証
を
廃
止
し
た
場
合
、
無
保
険
者
が
大
量
に
発
生

し
、
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
排
除
さ
れ

る
。
住
民
の
利
益
を
考
え
、
原
案
に
反
対
す
る
。

（
採
決
結
果
は
17
ペ
ー
ジ
）

【
人
権
擁
護
委
員
】

次
の
方
の
推
薦
を
可
決
し
ま
し
た
。
（
新
任
）

■
橘　

正
幸　
氏
（
外
川
原
）

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見

書
提
出
に
関
す
る
陳
情

（
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
）

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
【
採
択
と
す
べ
き
】

　

・ 

昨
年
６
月
に
採
択
し
た
陳
情
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で

あ
る
。

　

・ 

地
方
財
政
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
は
、
地
方
に

と
っ
て
必
要
で
あ
る
。

「
大
曲
簡
易
裁
判
所
に
つ
き
裁
判
官
の
再
配

置
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
等
の
陳
情
書

（
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
）

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会
【
採
択
と
す
べ
き
】

　

・  

週
１
回
の
開
廷
で
は
、
利
用
す
る
方
々
が
相
当
不

便
な
状
況
で
あ
る
。

　

・ 

裁
判
手
続
が
長
期
化
し
て
お
り
、
迅
速
化
が
必
要

で
あ
る
。

人
　
事

陳
　
情

反
対
討
論

採
択

採
択

解体する旧中央公園プール管理棟

問
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議
員　

災
害
な
ど
の
際
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
情
報
発
信
が
重
要
に
な
る
。
町

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
運
用
に
こ
れ
ま
で
よ
り
も

資
源
を
投
じ
、
迅
速
な
情
報
発
信
が
で

き
る
体
制
を
構
築
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

町
長  

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
た
情

報
発
信
で
は
、
５
月
中
旬
よ
り
、
安
全

に
関
わ
る
緊
急
性
の
高
い
情
報
を
、
担

当
職
員
の
勤
務
時
間
外
で
も
発
信
で
き

る
よ
う
に
し
た
。
９
月
１
日
か
ら
は
、

全
て
の
情
報
を
時
間
に
関
わ
ら
ず
、
所

管
課
で
直
接
発
信
で
き
る
よ
う
に
し

た
。

　

10
月
か
ら
は
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
運

用
を
計
画
し
て
お
り
、
利
用
者
が
欲
し

い
情
報
を
選
ん
で
受
信
で
き
る
「
セ
グ

メ
ン
ト
（
集
団
別
）
配
信
機
能
」
が
可

能
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
情
報
発
信
体
制
の
強
化
を

踏
ま
え
つ
つ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
情
報
発
信
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
改
め
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　

 　

  

観
光
施
設
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
を

町
長  

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い

議
員  

愛
犬
家
は
自
動
車
で
旅
行
す
る

際
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
や
道
の
駅
を
選
ん
で
利
用
す
る
と

い
う
。
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
併
設
し
て
い
る

道
の
駅
は
全
国
に
約
70
か
所
あ
り
、
そ

の
数
は
増
加
し
て
い
る
。

　

本
町
も
「
道
の
駅
美
郷
」
や
「
名
水

市
場
湧
太
郎
」
な
ど
の
観
光
施
設
に

ド
ッ
グ
ラ
ン
を
設
置
し
、
利
用
機
会
の

向
上
と
滞
在
時
間
の
延
長
を
図
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長  
「
道
の
駅
美
郷
」
や
「
名
水
市

場
湧
太
郎
」
は
、
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
駐

車
場
が
不
足
す
る
た
め
、
そ
の
ス
ペ
ー

ス
を
ド
ッ
グ
ラ
ン
に
転
用
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

　

利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
や
施
設
管

理
の
あ
り
方
、
費
用
対
効
果
な
ど
を
考

慮
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
ド
ッ
グ
ラ
ン

の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
迅
速
な
情
報
発
信
を

体
制
を
強
化
、
発
信
の
あ
り
方
を
検
討

町
長

鈴
すず

木
き

　正
まさ

洋
ひろ

 議員

問

問

一 般 質 問

あったか山コテージにはドッグランを併設

町公式ＬＩＮＥの画面

▲
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議
員　

本
町
の
税
務
申
告
相
談
は
、
役

場
へ
直
接
出
向
く
方
が
多
い
。
令
和

４
年
度
は
、
申
告
者
の
待
ち
時
間
が
長

く
、
大
変
不
便
を
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

税
務
申
告
相
談
を
混
雑
さ
せ
ず
、
待

ち
時
間
の
少
な
い
状
況
と
す
る
た
め
、

ど
の
よ
う
な
体
制
で
臨
む
の
か
。

町
長  

例
年
３
月
に
入
っ
て
か
ら
多
数

の
来
場
者
が
あ
り
、
令
和
４
年
度
は
特

に
そ
の
傾
向
が
強
く
大
変
混
雑
し
た
。

　

令
和
５
年
度
は
、
相
談
日
数
と
１
日

当
た
り
の
相
談
時
間
を
増
や
し
、
混
雑

緩
和
や
待
ち
時
間
の
短
縮
を
図
る
。
申

告
者
が
早
朝
か
ら
並
ぶ
必
要
が
な
い
よ

う
に
、
受
付
整
理
券
の
配
布
を
止
め
、

希
望
す
る
相
談
日
時
を
あ
ら
か
じ
め
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
で
受
付
す
る

「
事
前
予
約
制
」
を
導
入
し
、
利
便
性

の
向
上
を
図
り
た
い
。

　
　   

ワ
ク
ア
ス
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
休
憩
場
所
を

町
長  
町
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
検
討

議
員  
現
在
の
ワ
ク
ア
ス
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
は
休
憩
場
所
が
少
な
く
、
樹

木
も
数
本
し
か
な
い
た
め
、
熱
中
症
に

な
る
危
険
も
あ
る
。
今
後
の
環
境
整
備

の
考
え
は
。

町
長  

休
憩
場
所
に
つ
い
て
は
、
ア

リ
ー
ナ
入
口
付
近
に
座
っ
て
休
め
る
よ

う
な
ベ
ン
チ
等
の
設
置
を
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
有
料
と
な
る
が
、
宿
泊
交
流

館
や
飛
翔
館
を
休
憩
場
所
と
し
て
活
用

い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
に
努
め
る
。
さ

ら
に
は
、
桜
な
ど
の
樹
木
の
植
栽
を
進

め
、
町
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
検

討
す
る
。

　
　

   

結
婚
奨
励
に
よ
る
少
子
化

対
策
を

町
長   

結
婚
意
思
が
叶
い
や
す
い
環

境
を
整
備

議
員  

少
子
化
対
策
と
し
て
、
誰
も
が

結
婚
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長  

「
こ
ど
も
子
育
て
支
援
拠
点
施

設
」
を
計
画
的
に
整
備
し
、
よ
り
生
み

育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

そ
の
前
段
と
な
る
結
婚
に
つ
い
て
は
、

そ
の
意
思
が
叶
い
や
す
い
環
境
整
備
を

進
め
る
。

議
員

ス
ム
ー
ズ
な
税
務
申
告
相
談
を

「
事
前
予
約
制
」
を
導
入
す
る

町
長

藤
ふじ

原
わら

　政
まさ

春
はる

 議員

問

問

問

宿泊交流館ワクアス多目的グラウンド

10みさと議会だより●第77号

一

般

質

問



議
員　

自
転
車
利
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
を
踏

ま
え
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
費
用
を
補

助
す
る
自
治
体
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

警
察
庁
に
よ
る
と
、
自
転
車
事
故
で

死
亡
し
た
人
の
７
割
が
頭
部
に
致
命
傷

を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
て
い
な
か
っ
た
人
の
致
死
率

は
、
着
用
し
て
い
た
人
に
比
べ
約
２
・

２
倍
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
。

　

自
転
車
事
故
の
被
害
軽
減
と
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
を
促
進
す
る
た
め
、
本
町

で
も
助
成
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長  

ヘ
ル
メ
ッ
ト
自
体
は
比
較
的
安

価
な
製
品
か
ら
販
売
さ
れ
て
い
る
の

で
、
基
本
的
に
個
人
で
対
応
す
る
べ
き

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
現

時
点
で
は
、
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

　

 　

  

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

町
長  

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い

議
員  

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、
申

請
主
義
の
就
学
援
助
制
度
と
違
い
、
ど

ん
な
家
庭
の
子
ど
も
に
と
っ
て
も
安
心

で
、
全
員
に
届
く
普
遍
性
が
あ
る
。

　

物
価
高
騰
が
家
計
を
直
撃
し
、
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
負
担
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
今
こ
そ
、
学
校
給
食
費
の
無
償

化
を
実
施
す
べ
き
で
な
い
か
。
ま
た
、

国
に
対
し
無
償
化
の
実
施
を
要
望
し
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長  
町
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
子

育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
経

済
的
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
現
段
階
で

は
、
給
食
費
の
無
償
化
は
考
え
て
い
な

い
。

　

ま
た
、
国
が
無
償
化
に
関
し
実
態
調

査
を
行
い
、
具
体
的
方
針
を
検
討
す
る

と
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
結
果
を
見
守

る
観
点
か
ら
、
現
段
階
で
国
へ
要
望
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
に
助
成
を

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い

町
長

泉
いずみ

　美
み

和
わ

子
こ

 議員

問

問

安価でデザイン性の高いヘルメットも販売

町内各小中学校に提供している給食
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議
員　

視
覚
障
が
い
者
な
ど
、
文
字
の

読
み
づ
ら
い
方
々
が
情
報
を
得
や
す
く

な
る
よ
う
に
、
町
か
ら
町
民
へ
送
付
さ

れ
る
公
的
な
通
知
に
、
音
声
コ
ー
ド
の

印
刷
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

  

視
覚
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の

う
ち
、
情
報
の
取
得
や
利
用
に
困
難
性

が
高
い
独
居
在
宅
者
に
つ
い
て
は
、
支

援
の
充
実
が
必
要
で
は
な
い
か
と
認
識

し
て
い
る
。

　

本
人
の
意
向
を
確
認
し
、
役
場
職
員

が
本
人
の
障
が
い
に
関
す
る
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
け
る
場

合
は
、
役
場
で
印
刷
で
き
る
配
布
物
の

う
ち
、
可
能
な
も
の
か
ら
対
応
す
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

　
　   

税
務
申
告
相
談
を 

予
約
制
に

町
長  「
事
前
予
約
制
」
を
導
入

議
員  

税
務
申
告
相
談
の
番
号
札
交
付

を
無
く
し
て
予
約
制
に
で
き
な
い
か
。

　
　

  

令
和
５
年
度
の
申
告
相
談
の
改

善
策
と
し
て
、
申
告
者
が
希
望
す
る
相

談
日
時
を
あ
ら
か
じ
め
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
電
話
で
受
付
す
る
「
事
前
予
約

制
」
を
導
入
す
る
。

　

会
場
で
の
相
談
時
間
短
縮
の
た
め
、

事
前
に
申
告
資
料
を
整
理
、
集
計
し
た

上
で
相
談
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
、

行
政
区
ご
と
に
指
定
さ
れ
た
相
談
日
に

で
き
る
限
り
ご
予
約
い
た
だ
き
た
い
こ

と
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
よ
る
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
便
性
に
つ
い

て
、
広
報
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

周
知
に
努
め
る
。

議
員

町
の
通
知
に
音
声
コ
ー
ド
の
印
刷
を

可
能
な
も
の
か
ら
対
応
を
検
討

町
長

長
は

谷
せ

川
がわ

　幸
ゆき

子
こ

 議員

問

問

令和 4 年度の税務申告相談の整理券配布

町
長

町
長

音声コード︎
　紙媒体に印刷された18ミリ角の２次元バー
コードで、日本語約８００文字分の情報を記録
できる。
　スマートフォンのアプリなど
から、音声情報として聴くこと
ができる。
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議
員　

県
は
「
有
機
農
業
推
進
計
画
」

に
加
え
、
令
和
５
年
３
月
に
市
町
村
と

共
同
で
「
環
境
負
荷
低
減
事
業
活
動
の

促
進
に
関
す
る
基
本
計
画
」
を
定
め

た
。

　

有
機
農
業
へ
は
簡
単
に
移
行
で
き
な

い
と
思
わ
れ
る
が
、
基
本
計
画
を
ど
の

よ
う
に
推
進
す
る
の
か
。

町
長  

令
和
５
年
産
の
特
別
栽
培
米
は

約
２
５
０
ｈ
ａ
作
付
け
さ
れ
て
お
り
、

作
付
面
積
の
拡
大
を
図
る
ほ
か
、
堆
肥

セ
ン
タ
ー
で
製
造
さ
れ
た
堆
肥
の
利
活

用
に
よ
り
、
減
化
学
肥
料
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
施
設
園
芸
に
お
け
る
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
の
導
入
は
３
経
営
体
あ
り
、
先

進
事
例
の
紹
介
や
補
助
事
業
の
周
知
に

よ
り
導
入
を
促
進
し
、
環
境
負
荷
に
配

慮
し
た
持
続
的
な
農
業
の
展
開
を
推
進

し
て
い
く
。

　
　   

農
業
の
担
い
手
の
確
保・

育
成
を

　
　
　

希
望
の
達
成
を
継
続
支
援

議
員  
市
町
村
は
令
和
７
年
３
月
ま
で

に
、
農
地
の
効
率
的
・
総
合
的
な
利
用

を
図
る
「
地
域
計
画
」
と
「
目
標
地

図
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
を
図

る
必
要
が
あ
る
が
、
実
施
状
況
、
課

題
、
今
後
の
事
業
展
開
は
。

町
長  

将
来
的
に
経
営
規
模
を
縮
小
し

た
い
方
の
農
地
は
、
隣
接
す
る
担
い
手

に
集
積
・
集
約
す
る
こ
と
が
ス
ム
ー
ズ

な
マ
ッ
チ
ン
グ
方
法
と
考
え
て
い
る
。

　

担
い
手
を
確
保
・
育
成
す
る
た
め
、

各
種
支
援
制
度
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

方
の
希
望
が
達
成
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
お
り
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携

し
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

各
種
支
援
制
度
は
町
内
非
農
家
や
町

外
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
課
題
が
あ

り
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
を
強
化

し
て
い
く
。

　
　   
国
の
交
付
金
見
直
し
へ

の
対
応
は

町
長  

受
け
皿
と
な
る
農
家
拡
大

議
員  

町
議
会
は
令
和
４
年
３
月
に

「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
」
の

見
直
し
方
針
に
対
し
、
適
切
な
対
策
を

講
じ
る
よ
う
国
に
求
め
る
意
見
書
を
提

出
し
た
が
、
町
の
農
業
に
与
え
る
影
響

と
今
後
の
対
応
は
。

町
長  

令
和
５
年
度
の
作
付
状
況
は
、

大
豆
が
約
７
４
０
ｈ
ａ
、
牧
草
が
約

３
４
０
ｈ
ａ
で
、
転
作
面
積
の
約
40
％

を
占
め
て
お
り
、
令
和
８
年
度
ま
で
に

水
稲
に
転
換
し
な
け
れ
ば
、
交
付
対
象

水
田
か
ら
除
外
さ
れ
る
。

　

受
け
皿
と
な
る
農
家
が
い
な
い
場
合
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
景
観
を
損
ね
る

可
能
性
な
ど
の
影
響
が
あ
る
た
め
、
農

家
の
確
保
・
育
成
が
重
要
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
機
械
・
施
設
等
の
導

入
を
支
援
す
る
「
営
農
継
続
支
援
事

業
」
の
普
及
拡
大
や
、
就
農
の
た
め
の

各
種
支
援
制
度
の
周
知
徹
底
を
図
り
、

受
け
皿
と
な
る
農
家
の
拡
大
に
努
め
て

い
く
。

議
員

有
機
農
業・環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
は

特
別
栽
培
米
、
減
化
学
肥
料
に
取
り
組
む

町
長

高
たか

橋
はし

　邦
くに

武
たけ

 議員

問

問

問

新規就農者数と
農業法人数の推移

町
長

平成30年度

60

50

40

30

20

10

0

35

30

25

20

令和２年度 令和４年度

法
　人
　数

新
規
就
農
者
数
（
累
計
）

法人数 新規就農者数
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役
場
の
仕
事
を
、

調
べ
隊
！

所
管
事
務
調
査

◇ 

農
産
物
の
加
工
・
販
売
に
取
り
組
む
農
業
者
に
、
町

は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
か
。

◇ 

食
品
衛
生
法
の
改
正
に
よ
り
、
令
和
６
年
５
月
か
ら

は
漬
物
の
製
造
に
も
営
業
許
可
が
必
要
と
な
る
。
そ

の
対
応
へ
の
支
援
は
十
分
か
。

説
明  

（
農
政
課
）

　

加
工
施
設
等
の
整

備
に
対
す
る
補
助
率

は
、
事
業
費
の
２
分

の
１
以
内
。
県
と
町

で
協
調
助
成
を
す
る

事
業
も
あ
る
。

　

町
内
に
あ
る
漬
物

製
造
農
家
等
は
71
戸
。

加
工
施
設
の
整
備
と

し
て
は
、
令
和
３
年

度
に
１
件
、
令
和
４

年
度
に
３
件
を
支
援

し
た
。
令
和
５
年
８

月
の
段
階
で
は
、
４

件
の
申
請
が
あ
る
。

　

令
和
３
・
４
年
度

◇ 

あ
き
た
美
郷
づ
く
り
株
式
会
社
が
管
理
運
営
し
て
い

る
「
３
温
泉
」
（
サ
ン
・
ア
ー
ル
、
あ
っ
た
か
山
、

湯
と
ぴ
あ
）
に
は
、
町
か
ら
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
金
額
と
、
経
営
の
状
況
は
ど
う
か
。

説
明  

（
商
工
観
光
交
流
課
）

　

３
温
泉
の
運
営
の
た
め
に
交
付
さ
れ
た
補
助
金
と
、

各
施
設
の
利
用
者

数
は
、
グ
ラ
フ
の

と
お
り
。

　

令
和
２
・
３
年

度
は
設
備
故
障
に

よ
る
休
業
、
令
和

４
年
度
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
騰

が
あ
り
、
補
助
金

を
増
額
し
て
い
る

が
、
急
激
な
社
会

状
況
の
変
化
や
想

定
を
超
え
る
も
の
で
な
い
限
り
、
当
初
予
算
で
計
上
し

た
範
囲
内
で
収
め
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
る
。
（
５

ペ
ー
ジ
に
関
連
の
内
容
）

　

同
社
は
、
黒
字
化
が
喫
緊
の
課
題
と
い
う
認
識
を

◇ 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
設
置
さ
れ
た
「
送
迎
用
バ
ス
置
き

去
り
防
止
安
全
装
置
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
バ
ス
に
乗
る
園
児
の
所
在
確
認
は
確
実
か
。

◇ 

バ
ス
の
利
用
距
離
の
基
準
な
ど
も
含
め
て
、
事
業
の

全
体
的
な
運
営
状
況
は
ど
う
か
。

説
明  

（
教
育
推
進
課
）

　

教
育
委
員
会
が
所
有

す
る
バ
ス
15
台
に
、
送

迎
用
バ
ス
置
き
去
り
防

止
安
全
装
置
を
、
令
和

５
年
７
月
に
設
置
し
た
。

装
置
は
、
降
車
時
確
認

式
と
超
音
波
セ
ン
サ
ー

を
併
用
す
る
仕
組
み
で
、

万
が
一
取
り
残
さ
れ
た

子
ど
も
が
い
る
場
合
は
、

警
報
が
発
せ
ら
れ
る
。

　

園
児
の
所
在
確
認
は
、

バ
ス
に
乗
車
し
て
い
る

添
乗
員
が
、
園
に
引
き
渡
す
ま
で
対
応
し
て
い
る
。
園

児
に
欠
席
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、
園
を
通
じ
て
保
護
者

に
確
認
す
る
な
ど
対
応
し
て
い
る
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会
【
８
月
10
日
】

教
育
民
生
常
任
委
員
会
【
８
月
１
日
】

６
次
産
業
化
へ
の
支
援
は
十
分
か
？

３
温
泉
へ
の
補
助
金
の
額
は
適
正
か
？

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
安
全
は
大
丈
夫
か
？

６次産業化推進事業（加工施設以外も含む）

事業名 補助上限 3〜 4年度
実績

６次産業化支援事業 50万円 ６件

農業夢プラン応援事業（３年度まで） 750万円 ２件

６次産業化施設整備支援事業 1500万円 １件

６次産業化経営力強化事業 1500万円 １件

２年度
■３温泉（補助金：千円）
■湯とぴあ（補助金：千円）

■サン・アール（利用者：人） ■あったか山（利用者：人）

21,536

300,000

225,000

150,000

75,000

0

73,747

55,729

58,005

３年度

41,565

80,488

65,905

78,996

４年度

45,934

72,779

79,130

73,132

令和２年度
0

10000

20000

30000

40000

50000 50000

60000

70000

80000

90000

令和３年度 令和４年度

サン・アール

湯とぴあ

補
助
金
（
千
円
）

利
用
者
（
人
）あったか山

　
委
員
会
が
自
主
的
に
テ
ー
マ
を

設
定
し
、
所
管
し
て
い
る
事
務
の

調
査
を
行
い
ま
す
。

こども・降車確認安全装置
設置車シール

スクールバス後部座席の
降車確認スイッチ
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に
、
６
次
産
業
化
研
修
会
と
個
別
相
談
会
を
計
５
回
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
29
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
共
同
加
工

所
に
関
す
る
意
向
調
査
で
は
23
人
か
ら
回
答
が
あ
り
、

利
用
の
希
望
者
は
３
人
だ
っ
た
。

　

施
設
整
備
や
備
品
購
入
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
相
談
に

応
じ
て
い
る
。

意
見 
（
総
務
産
業
常
任
委
員
会
）

◇ 

所
得
の
向
上
と
経
営
の
安
定
の
た
め
、
６
次
産
業
化

へ
の
取
り
組
み
の
支
援
を
続
け
て
ほ
し
い
。

◇ 

町
内
の
漬
物
製
造
農
家
等
の
食
品
衛
生
法
へ
の
対
応

状
況
を
把
握
し
て
ほ
し
い
。

◇ 

県
外
、
首
都
圏
に
お
け
る
農
産
物
の
販
売
促
進
を
頑

張
っ
て
ほ
し
い
。

◇ 

農
産
物
の
加
工
に
よ
る
商
品
開
発
に
力
を
入
れ
て
ほ

し
い
。

　

法
改
正
に
対
応
す
る
設
備

工
事
が
で
き
ま
し
た
。
支
援

策
は
補
助
率
が
高
く
、
適
切

な
情
報
提
供
に
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
作
物
の
栽
培
を
支

援
す
る
制
度
が
あ
れ
ば
、
な

お
助
か
り
ま
す
。

　

20
年
間
ほ
ぼ
毎
日
、
あ
っ

た
か
山
を
妻
と
利
用
し
て
い

ま
す
。
温
熱
効
果
が
持
続
す

る
良
い
温
泉
で
す
。
サ
ー
ビ

ス
に
力
を
入
れ
、
宣
伝
も
工

夫
し
て
頑
張
っ
て
。
温
泉
利

用
券
は
助
か
り
ま
す
。

●
安
心
感
が
向
上

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
添
乗
員

さ
ん
、
運
転
手
さ
ん
に
は
、

乗
り
降
り
の
際
に
丁
寧
な
補

助
を
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝

し
て
い
ま
す
。
送
迎
用
バ
ス

置
き
去
り
防
止
装
置
が
付
い

た
こ
と
で
、
今
ま
で
以
上
に

安
心
感
が
増
し
ま
し
た
。

持
っ
て
頑
張
っ
て
い
る
。
日
本
航
空
株
式
会
社
の
社
内

教
育
を
取
り
入
れ
、
企
業
理
念
を
共
有
し
、
社
員
の
意

思
統
一
を
図
っ
て
い
る
。

　

３
温
泉
の
特
徴
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
機
会
を
捉
え
て
客

を
増
や
す
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
活
用
が
、
ひ
と
つ
の
カ
ギ
に
な
る
。

意
見  

（
総
務
産
業
常
任
委
員
会
）

◇ 

補
助
金
の
額
が
上
昇
し
て
い
る
。
売
上
と
経
費
を
十

分
に
精
査
し
、
適
正
な
額
を
交
付
し
て
ほ
し
い
。

◇ 

温
泉
の
目
的
は
、
町
民
の
福
祉
の
向
上
や
健
康
増
進

に
あ
る
。
大
赤
字
を
避
け
つ
つ
、
利
用
者
が
満
足
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
お
願
い
し
た
い
。

◇ 

高
齢
者
へ
の
温
泉
利
用
券
の
交
付
な
ど
、
町
か
ら
は

補
助
金
以
外
の
支
援
も
あ
る
。
経
営
状
況
を
ト
ー
タ

ル
に
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

仙
南
地
区
で
は
、
乗
車
人
数
が
バ
ス
の
定
員
を
超
え

て
い
る
運
行
経
路
が
あ
り
、
２
周
り
し
て
対
応
し
て
い

る
。
他
の
運
行
経
路
は
、
バ
ス
を
利
用
し
な
い
人
も
い

る
た
め
、
定
員
の
半
数
程
度
の
乗
車
で
あ
る
。

　

バ
ス
の
利
用
距
離
の
基
準
変
更
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

考
え
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
障
が
い
を
持
つ
方
な
ど
、

配
慮
が
必
要
な
時
は
柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

意
見  

（
教
育
民
生
常
任
委
員
会
）

◇ 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
定
員
に
対
し
て
、
乗
車
す
る
子
ど

も
が
少
な
い
。
通
学
路
や
距
離
的
な
こ
と
を
考
え
、

子
ど
も
た
ち
を
乗
せ
て
ほ
し
い
。

◇ 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
乗
降
所
の
全
て
に
防
犯
灯
が
設
置
さ

れ
て
い
る
か
、
乗
降
所
か
ら
家
ま
で
の
間
に
防
犯
灯

の
必
要
な
場
所
は
な
い
か
、
教
育
委
員
会
で
調
査
し

て
ほ
し
い
。

髙橋 　智さん
（明田地）

渋谷  久雄さん
（大町）

髙階  志寿さん
（元本堂南部）

●
使
い
や
す
い

　
　
　
支
援
策
に
感
謝

●
サ
ー
ビ
ス
と

　
　
　
宣
伝
に
力
を

まちの声

まちの声

まちの声
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第８回臨時会（令和５年10月2日）
営農継続支援事業補助金、野外芸術空間創出事業の費用など、６４９万９千円を追加し、
１３２億５０５９万３千円としました。

　議案「一般会計補正予算第７号」を審議し、全員賛成で可決しました。

　初日は、議会広報の全国コンクールで最優秀賞を３回獲得している岩泉町を訪問しました。
　紙面づくりの基本方針を「町民参加」「読みやすい」「見出しで分かる」と定めて編集しているそうです。
全国からの視察が続く忙しい中、「みさと議会だより」の紙面をクリニックしていただきました。
　２日目は、西和賀町を訪問し、議会広報の編集のほか、タブレットの活用や議会モニター制度などについて
の意見交換を行いました。
　研修で学んだことを、今後の議会活動に生かしていきます。

親しまれる議会だよりを目指して

西和賀町での意見交換 「いわいずみ議会だより」198号より
「見出し・写真・まちの声」の３点セット

秋田県町村議会議員研修会 令和５年９月26日

「議員だけでなく、地方自治を担う職業のほとんどが『なり手不足』の危機にある」
「サービス業の月給を議員報酬の目安とすれば、県内平均は約26万円」
「若者の情報収集はインターネットが中心、議員の情報発信にもっと活用を」

「地域づくりには、ぶれない長期ビジョンが必要」
「他の地域の人たちを交えた体験イベントの継続が移住につながる」
「『こんな田舎』とか『何もない町だ』とか、自分たちで言わない」

「議員のなり手不足と議員報酬」
講師：田口 一博 氏（新潟県立大学　国際地域学部　国際地域学科　准教授）

「地域の未来は自分たちで創る！～限界集落からの挑戦～」
講師：多田朋孔 氏（特定非営利活動法人　地域おこし　代表理事）

講演①

講演②

POINT

POINT

～岩手県岩泉町議会・西和賀町議会～
令和５年８月３・４日視 察 研 修

議 会 広 報 常 任 委 員 会
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７
月
24
日

議
会
運
営
委
員
会

８
月
１
日

議
会
活
性
化
検
討
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会
（
所
管
事
務
調
査
）

３
日

議
会
広
報
常
任
委
員
会
視
察
研
修
（
～
４
日
）

10
日

総
務
産
業
常
任
委
員
会
（
所
管
事
務
調
査
）

17
日

議
会
運
営
委
員
会

議
会
全
員
協
議
会

25
日

議
会
運
営
委
員
会

29
日

議
会
運
営
委
員
会

議
会
連
絡
会

９
月
１
日

議
会
運
営
委
員
会

第
７
回
定
例
会
（
～
14
日
）

５
日

総
務
産
業
常
任
委
員
会

７
日

教
育
民
生
常
任
委
員
会

14
日

議
会
運
営
委
員
会

22
日

議
会
広
報
常
任
委
員
会

26
日

県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

10
月
２
日

第
８
回
臨
時
議
会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

議
会
広
報
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　
　

６
日

県
南
三
カ
町
村
議
会
議
員
連
絡
協
議
会
研
修
会

　
　

13
日

議
会
運
営
委
員
会

　
　

16
日

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

31
日

議
会
活
性
化
検
討
会

議
会
の
動
き

採 決 結 果

採決で賛否が分かれた議案等を掲載しています。議長は採決には加わりません。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

議
決
結
果議員名

熊
　
谷
　
隆
　
一

村
　
田
　
　
　
薫

鈴
　
木
　
正
　
洋

藤
　
原
　
政
　
春

髙
　
山
　
茂
　
雄

高
　
橋
　
邦
　
武

深
　
澤
　
　
　
均

伊
　
藤
　
福
　
章

髙
　
橋
　
正
　
和

泉
　
　
　
美
和
子

深
　
沢
　
義
　
一

熊
　
谷
　
良
　
夫

澁
　
谷
　
俊
　
二

長
谷
川
　
幸
　
子

鈴
　
木
　
良
　
勝

森
　
元
　
淑
　
雄

◎令和５年第７回議会定例会（９/１）� ○：賛成　●：反対
発議第７号　美郷町議会議員定数条例の一部改正について

〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 可決

◎令和５年第７回議会定例会（9/14）� ○：賛成　●：反対
議案第56号　令和５年度美郷町一般会計補正予算第６号

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 可決

認定第１号　令和４年度美郷町一般会計決算認定について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 認定

　国土交通省東北整備局の職員から、成瀬ダムに関す
る説明を受けました。美郷町を含む雄物川流域の洪水
調節機能などに、ダムは活用されます。CSG工法や自
動化施工など最新の技術を取り入れ、海外従事者も含
む 800 人程が令和 7年度の完成を目指して頑張って
いました。

東成瀬村（令和５年10月６日）

県南３カ町村議会議員研修会
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○の中だけお答えください

問２

令和７年から
議員定数は〇〇人

今回の表紙は　
美郷中
〇〇ソフトテニス部

問１

クイズ
みさと議会だより 第76号

正解正解とと当選者当選者

多数のご応募、議会や議会だよりに対するご意見・
ご感想ありがとうございました。抽選の結果、次
の方々が当選しました。

クイズ当選者

鈴木みよ子 様　　瀬田川節子 様
佐々木良一 様　　山田テルヨ 様
高橋　テイ 様

【問１】６月定例会で一般質問した議員は○人

【問２】今回の表紙は　美郷中女子○○○○○○部
▶【正解】ソフトテニス

クイズ

▶【正解】５

わかったかな？

僕たち美郷中学校男子ソフトテニス部は、大会で力を発揮するために技術と精
神力の向上を目指し、「チャレンジ」することを大切にして１年生10人、２年

生８人の計18人で活動しています。練習では、自分の課題や弱点を改善しようと
心がけるようになり、少しずつ互いに高め合っていけるチームになってきました。
これからは、一人一人が高いパフォーマンスを発揮できるチームを目指して、さ
らに練習に励んでいきたいです。
　今年から感染症対策の行動規制が緩和され、声出し応援ができるようになった
こともあり、日頃の練習や大会のときの盛り上がりが増してきました。目標に向
かう強い意志をもって活気ある練習を重ね、お世話になっている地域の方々や家
族への感謝の気持ちを忘れず、チーム全員心ひとつにがんばります。応援よろし
くお願いします。� 主将 水原 颯珠（２年）

ムチュ
ーデン

ト

美郷中

シリーズ

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

チ
ャ
レ
ン
ジ
！

今号の
撮影者
（六郷高校３年

写真部）

左：武藤 楓弥さん（美郷中出身）
男子テニス部の皆さんはとてもはつらつとしていて撮影した私もとても楽し
かったです。そんな皆さんの「生き生き」した写真を残したいと思いながら撮
影しました。

右：伊藤 大河さん（美郷中出身）
今にも雨が降りそうな暗い雲が立ちこめていましたが、部員の皆さんの明るさ
で楽しく撮影することができました。

Vol.16Vol.16
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感想等自由記載欄

問１  議会に関心がありますか？
　　　① 関心がある
　　　② どちらかといえば関心がある
　　　③ どちらかといえば関心がない
　　　④ 関心がない

問２  議会を傍聴したことがありますか？
　　　① ある
　　　② ない

問３   「みさと議会だより」をどの程度お読
みになりますか？

　　　① 大体全部読む
　　　② 関心のあるものだけ読む
　　　③ ほとんど読まない
　　　④ その他

　必要事項（氏名、住所、年齢、クイズの答え、ア
ンケートの答え）を記入のうえ、はがき又はメール
にてご応募ください。正解者の中から、抽選で５人
の方に粗品を差し上げます。
　また、議会へのご意見をお待ちしております。

応募の注意
☆�応募専用はがき：63円切手を貼ってご応募くださ
い。
☆�官製はがき：アンケートの答えも忘れずにご記入
ください。
☆応募はお一人様１通とさせていただきます。

あて先
〒019-1541　美郷町土崎字上野乙170番地10
　　　　　　　美郷町議会事務局　議会だより係

議会事務局メールアドレス
gikai@town.misato.akita.jp

締切日
令和５年11月30日（当日消印有効）

応　募　方　法クイズの答え

アンケート回答

●次回定例会は、12月上旬を予定しています。
　日程は11月15日発行の「議会だよりお知らせ版」をご覧ください。

問４   「みさと議会だより」の誌面の見やす
さはいかがですか？

　　　① 見やすい・読みやすい
　　　② 見づらい・読みにくい
　　　③ その他

問５   誌面の中で興味がある項目は何です
か？（複数回答可）

　　　① 一般質問の内容
　　　② 議案の審議結果 
　　　③ 請願・陳情の審査結果 
　　　④ 各種委員会の活動内容 
　　　⑤  シリーズ「ムチューデント美郷中」

「キラリ美郷」
　　　⑥ その他

問１  　　　　　

問２  　　　　

問３  　　　　　 その他  　　　　　　　　　　　　　　

問４  　　　　　 その他  　　　　　　　　　　　　　　

問５  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

その他  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ア ン ケ ー ト
議 会 に 関 す る

皆様の声をお聞かせ下さい

問1

問2

令和７年から議員定数は  人

今回の表紙は　
美郷中  ソフトテニス部

19 みさと議会だより●第77号
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美郷町ホームページ　http://www.town.misato.akita.jp
印刷・製本／株式会社三森印刷
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令
和

５
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11月
１
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発
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美

郷
町
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会

事
務

局
〒
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郡

美
郷

町
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環
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使
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し
て
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ま
す
。

63円切手を
貼って下さい

美郷町土崎字上野乙 170-10
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住　所

〒

電話番号

美
郷
町
剣
道
振
興
会
の
会
長
、

髙
橋
辰
巳
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

◇　
　
　
　
◇

　
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
剣
道
を
や
る
人
を

増
や
し
た
い
！

　
現
在
の
会
員
は
大
人
６
人
で
、
主
な
活
動

は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
を
し
て
い
ま

す
。
少
年
団
員
は
町
内
外
か
ら
の
小
学
生
12

人
で
す
。

　
子
ど
も
達
の
ほ
と
ん
ど
が
剣
道
を
始
め
た

ば
か
り
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
競
技
と
し
て
勝
負

に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
ず
、
正
し
い
剣
道
を
身
に

付
け
さ
せ
る
こ
と
を
重
点
に
指
導
し
て
い
ま

す
。

　
継
続
し
て
や
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
を
大
切

に
し
て
お
り
、
各
種
大
会
で
も
入
賞
す
る
な

ど
活
躍
し
て
い
ま
す
。
１
年
に
１
回
の
昇
級

試
験
で
は
、
受
け
た
全
員
が
合
格
し
、
そ
の

後
、
有
段
者
に
な
っ
た
子
ど
も
も
い
ま
す
。

　

剣
道
に
興
味
の
あ
る
方
、
「
ち
ょ
っ
と

や
っ
て
み
よ
う
か
な
」
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず

は
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。
運
動
不
足
気
味

の
大
人
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
竹
刀
振
り
を

す
る
だ
け
で
、
ス
ト
レ
ス
も
吹
き
飛
ぶ
良
い

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に
な
り
ま

す
よ
。
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～美郷町剣道振興会～～美郷町剣道振興会～

会員募集中！会員募集中！
練 習 日：大　人　毎週水曜日練 習 日：大　人　毎週水曜日
　　　　　少年団　毎週火・木曜日　　　　　少年団　毎週火・木曜日
練習時間：午後６時～８時練習時間：午後６時～８時
練習場所：主に中央体育館練習場所：主に中央体育館
連 絡 先：090－9030－6202連 絡 先：090－9030－6202
　　　　　　　　（事務局　斎藤）　　　　　　　　（事務局　斎藤）


